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答

弁

第

三

四

号 
   

衆
議
院
議
員
矢
山
有
作
君
提
出
東
大
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
民
間
企
業
に
よ
る
不
正
使
用
問
題
に
関
す
る 

質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

内
閣
衆
質
一
〇
二
第
三
四
号 

昭
和
六
十
年
五
月
三
十
一
日 

衆

議

院

議

長 
坂 

田 

道 

太 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
矢
山
有
作
君
提
出
東
大
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
民
間
企
業
に
よ
る
不
正
使
用
問 

題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

東
京
大
学
農
学
部
附
属
生
物
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
昭
和

五
十
七
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
た
電
子
計
算
機
の
機
種
更
新
に
当
た
り
、
機
種
選
定
作
業
を
農
学
部
計
算
機
委

員
会
で
行
う
か
セ
ン
タ
ー
で
行
う
か
に
つ
い
て
議
論
が
あ
つ
た
た
め
、
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
、
農
学
部
学
科

主
任
会
議
に
お
い
て
、
機
種
選
定
の
作
業
は
、
セ
ン
タ
ー
で
行
う
こ
と
と
し
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会
の
下

に
機
種
選
定
委
員
会
を
設
け
て
選
定
作
業
を
行
つ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

昭
和
五
十
六
年
十
月
十
三
日
に
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
構
成
は
、
日
本
電
気
株 



三
に
つ
い
て 

運
営
委
員
会
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
Ａ
Ｃ
０
Ｓ
三
五
〇
、
Ｍ
Ｓ
五
〇
、
Ｍ
Ｓ
三
〇
の
三
装
置
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
が
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
容
量
等
の
決
定
は
、
セ
ン
タ
ー
長
に
委
ね
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
納
入
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
容
量
等
は
、
セ
ン
タ
ー
長
が
決
定
し
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
と 

機
種
選
定
作
業
は
、

(一 )
現
有
能
力
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
、

(二 )
画
像
処
理
能
力
を
増
強
す
る
こ
と
、

(三 )
セ
ン

タ
ー
内
の
諸
装
置
と
結
合
で
き
る
こ
と
及
び

(四 )
セ
ン
タ
ー
外
の
諸
装
置
と
連
結
で
き
る
こ
と
と
の
要
件
を
満
た

す
各
種
の
シ
ス
テ
ム
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、

(一 )
各
装
置
を
独
立
に
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

こ
と
、

(二 )
画
像
処
理
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、

(三 )
既
設
の
設
備
を
直
接
制
御
で
き
る
こ
と
等
か
ら
Ｎ
Ｅ

Ｃ
の
シ
ス
テ
ム
が
選
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

び
制
御
装
置
（
Ｍ
Ｓ
三
〇
）
で
あ
る
。 

式
会
社
（
以
下
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
の
中
央
処
理
装
置
（
Ａ
Ｃ
０
Ｓ
三
五
〇
）
、
画
像
処
理
装
置
（
Ｍ
Ｓ
五
〇
）
及 

四 

 



四
に
つ
い
て 

五
及
び
六
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

セ
ン
タ
ー
の
電
子
計
算
機
を
用
い
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
東
京
大
学
に
対
す
る
支
援
業
務
に
直
接
関
係
し
な
い
業
務

を
行
つ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
農
学
部
に
調
査
委
員
会
を
設
置
し
て
調
査
し
た

が
、
こ
れ
を
立
証
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
つ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。 

Ａ
Ｃ
０
Ｓ
三
五
〇
に
つ
い
て
は
、
日
本
電
子
計
算
機
株
式
会
社
と
賃
貸
借
契
約
を
、
Ｍ
Ｓ
五
〇
及
び
Ｍ
Ｓ
三

〇
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
無
償
の
使
用
貸
借
契
約
を
締
結
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
レ
ン
タ
ル
料
に

つ
い
て
は
、
前
記
賃
貸
借
契
約
に
基
づ
き
、
支
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

承
知
し
て
い
る
。 

Ｎ

1
シ
ス
テ
ム
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
農
学
部
の
調
査
委
員
会
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
Ｎ
Ｅ
Ｃ 

五 

 



九
に
つ
い
て 

八
に
つ
い
て 

農
学
部
調
査
委
員
会
の
報
告
書
で
指
摘
し
て
い
る
一
研
究
課
題
に
よ
る
Ａ
Ｃ
０
Ｓ
三
五
〇
の
集
中
利
用
は
、

地
中
熱
交
換
ハ
ウ
ス
の
熱
的
挙
動
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
を
行
う
た
め
に
必
要
で
あ
つ
た
も
の

で
あ
り
、
当
該
研
究
の
結
果
、
地
中
熱
交
換
ハ
ウ
ス
を
設
計
す
る
際
の
重
要
な
項
目
で
あ
る
パ
イ
プ
の
間
隔
や

埋
設
の
深
さ
が
シ
ス
テ
ム
の
効
率
に
与
え
る
影
響
及
び
運
転
方
法
が
シ
ス
テ
ム
の
効
率
に
与
え
る
影
響
が
明
ら

か
に
な
つ
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

の
自
社
業
務
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
明
確
な
証
拠
は
得
ら
れ
な
か
つ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。 

御
指
摘
の
点
は
、
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
か
ら
職
員
一
名
が
十
九
日
間
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
当
該
職
員
は
、
セ
ン
タ
ー
の
要
請
に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
相
談
業
務
の
た
め
に
派

遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

六 

 



 

七 

十
に
つ
い
て 

農
学
部
調
査
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
対
す
る
シ
ス
テ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
派
遣
等
の
要
請

は
、
Ａ
元
技
官
が
セ
ン
タ
ー
長
の
指
示
を
受
け
て
利
用
者
に
対
す
る
支
援
業
務
の
強
化
等
を
図
る
た
め
に
行
つ

た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
同
技
官
が
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
て
更
に
支
援
シ
ス
テ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
空
き
時
間
と
電
子
計
算
機
の

空
き
時
間
に
、
少
し
で
も
Ａ
Ｃ
０
Ｓ
三
五
〇
の
活
用
を
図
る
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
旨
要
請
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
特
段
の
指
示
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
利
用
状
況
の
改
善
を
意
図
し
て
行
つ
た

も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




